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１．書字の苦手さの様子

小学校１年

2学期以降は、自分だけで書くと筆圧が弱く、
形が整わない字が多くなっていた。

小学校２年
漢字は、2年生から苦戦し始めた。
母親は、「なんであんたは何度書いて

も間違えるの？」と本児を叱り、 本児は
目に涙を溜めながら勉強していたことも
あるそうである。

・低学年用のノートのマスの大
きさでは、読めない程の字形の崩
れはなかった。



小学校３年

１．書字の苦手さの様子



２．アセスメントリスト

〇 KABC－Ⅱ （20XX年8月27日・9月10日）

〇 WAVES （20XX年9月30日）

〇 読みの流暢性検査 （20XX年9月30日）

（出典「特異的発達障害

診断・治療のための実践ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」）



３．KABCーⅡの結果と解釈
1) 検査時の様子

・意欲的に取り組んでいた。

・思い浮かんだことを気軽につぶやき、言語性の高さが伺えた。

・〔近道さがし〕では、升目が多くなってもひるむ様子ははく、
複数のコースを試してみていた。

・低学年レベルの計算は瞬時に答えを出していた。

・〔文の理解〕では、豊かに身体表現していた。

得意さ



・自分の知っていること（恐竜、ペンギンなど）をひとしきり話してくれ
る場面が何度かあり、やや衝動的な面や被転導性の高さもみられた。

・〔模様の構成〕では、分解線のない問題は苦戦していた。形を完成させ
ても、パーツを整えることが苦手で、指先の巧緻性の弱さが垣間見られた。

・漢字書字では、2年生レベルの漢字からつまずきがみられた。偏と旁の左
右の逆転、複数部分のある漢字での部分の欠損など、形の捉えの難しさが
見られた。

• [文の構成]では、開始問題で正解できなかった（体言止め）ため、補助問
題を実施。

• かたかなの長音表記ができなかった。かたかなの拗音表記も考えながら書
いていた。助詞「を」の誤りあり。

苦手さ

３．KABCーⅡの結果と解釈
1) 検査時の様子



３．KABCーⅡの結果と解釈
カウフマンモデルによる検査結果と解釈

認知尺度・習得尺度ともに、

明確な３つの水準を示した。

同時尺度
＜5%のまれな差 ＞

計画尺度
学習尺度 ＞ 継次尺度

＜5%のまれな差

＊認知総合尺度は、各尺度間の差が非常に大きいため、慎重に解釈する必要がある。

語彙尺度
＜1%のまれな差 ＞

読み尺度
算数尺度 ＞ 継次尺度＜5%

のまれな差



４．その他の検査と解釈
1) WAVES

(1) 検査理由

・KABC-Ⅱの検査結果から書くことの苦手さが顕著だったので、
その原因を考えるため。

(2) 検査結果

「書き」の苦手さの背景に指先の巧緻性の低さも
考えられる。



４．その他の検査と解釈
2) 読みの流暢性検査「稲垣ガイドライン」

(1) 検査理由

・ KABC－Ⅱの検査時にかたかな拗音の表記につまずいていたため、ひらが
な拗音の文字と音の連合を調べるため

(2) 検査結果（単音連続読み）

：読み誤り箇所



(2) 検査結果

読み速度 正確性 備考

ひらがな単音
連続読み ＋0.0SD －5.8SD

読み誤りはすべて拗音だった。

ひらがな4文字
有意味語 －3.5SD －9.4SD

誤読では、知っている別の単語への読み替え
が多いのが特徴。
例 げんかん☛げんかい、でんとう☛でんわ、
としより☛としょ、しゅるい☛しょるい

ひらがな4文字
無意味語 －1.0SD －3.2SD

単 文 ＋0.3SD －1.4SD

４．その他の検査と解釈
2) 読みの流暢性検査「稲垣ガイドライン」



５．総合解釈と指導方針
1) 総合解釈

・認知や習得にとても大きなアンバランスがある。
・認知面も習得面もはっきりとした３つの水準に分かれた

上層も下層も中間層との差が大きい（＜1％や＜5％の「まれな差」）
（保護者の“不思議な子”との見立ての背景）

・従来型の学習では、継次処理的な学びや書くことの比重が大きいので、学
習に苦戦することが危惧される。

・拗音の誤読が多いことから、二つの音のブレンディングの苦手さがある。
また、英語学習の読み書きでも苦戦することが危惧される。

・指先の巧緻性の苦手さや眼球運動の苦手さから、体つくりも必要である。



書きの苦手さ（後に学習障害と診断有）

漢字の形の覚えにくさ 指の巧緻性が低い 助詞の使い分けの未習得

豊かな語彙力 豊かなイメージ力

豊かな口頭での言語表現力

鉛筆の代替手段を使って書く活動に楽に取り組めるようにする。

５．総合解釈と指導方針
1) 総合解釈



・読みが苦手な児童生徒には、継次処理が苦手で同時処理優位な
タイプが多い。（かなり大きな差があることが多い）

・英語の読みが苦手な生徒には、アルファベットの音素を習得し
ていない生徒が多い。

・アルファベットの音を視覚的有意味刺激である「発音絵記号」
付き小文字を使って指導すると効率的に習得することができる。

・英語の読みが苦手な生徒には、二つの音のブレンディングが苦
手なため、ひらがな拗音の習得も苦手だった子がいる。

５．総合解釈と指導方針
2) 指導方針

これまでの読み書きが苦手な子供さんとの指導から分かってきたこと



５．総合解釈と指導方針
2) 指導方針

〇書くことの苦手さをパソコンのローマ字入力で補えるようにする。

〇ローマ字の習得には、英語学習への発展を描いて、子音（14文
字）と母音（5文字）のブレンディングによるアプローチをする。

〇子音、母音それぞれの文字と音の連合を促進するために、強みで
ある視覚的有意味刺激となる「発音絵記号」を用いる。

〇短期記憶の弱さに配慮し、指導は復習を大切にしながら進める。

〇手先の不器用さに配慮した入力練習課題を設ける。

＊2022年、このアプローチを「みかた式音素法」と名付けました。



６．指導経過および指導結果
1) 指導課題

A ローマ字に用いるアルファベットの音（清音、濁音、半濁音）の習得

「発音絵記号」を
カスタマイズする
ための相談

「発音絵記号」付き
小文字カード作成

①「発音絵記号」付き

小文字と音の連合

④「発音絵記号」付き
小文字での
子音と母音の
ブレンディング

⑥ローマ字（清音、
濁音、半濁音）

単音の読み

②アルファベットの

小文字と音の連合

B 子音と母音のブレンディングによってローマ字単音の音節作り

⑦ローマ字単語
の読み練習

③アルファベットの

小文字と音の連合

強化

⑤小文字での
子音と母音の
ブレンディング



６．指導経過および指導結果
1) 指導課題



７．指導経過および指導結果
2) 指導開始時の状態

(1) 指導前の
ローマ字習得状況（1月3日）

・「ka」「ta」の2音節のみ

正しく読めた。

・誤例 ｍ➔モ

２) 指導期間・指導頻度・時間
・初回 20XX＋１年1月5日

45分程度/回

・冬休み中 4日間連続実施

・以後は、主に休日に実施

10月まで 計18回実施

(2)「発音絵記号」カスタマイズのための語彙調査
文
字

音 A児と母親とで考えた候補 最終決定

k ク くま 茎 釘 くま

g グ グアム グミ グミ

n ヌ 沼 ヌートリア ヌートリア

d ドゥ ドーナツ ドア ドライバー ドｩﾗｲﾊﾞｰ

r ル ルーレット ルーマニア ルーレト

i イ イカ 石 家 石

u ウ 牛 馬 運賃 うんち うさぎ うさぎ

o
オ オーストラリア お菓子 おかゆ

折り紙 音楽 お参り オムレツ
折り紙

＊現在では、指導を重ねる中で、小中学生に一般的になじみのあ
る語に定着してきたものを使用しています。
＊本児のアイディアのグミや石、うさぎなども採用しています。



A児の指導に用いた
発音絵記号付き小文字カード

白抜き文字は無声音

７．指導経過および指導結果
３) 指導経過

1月5日 14:21 作り始める

A児用の発音絵記号付き小文字カードを

A児と協力して作る。（20XX＋１年）



①「発音絵記号」付き小文字を使って

７．指導経過および指導結果
３) 指導経過

1回目
アルファベットの音素との初出会い

14:36

2回目
小文字の形も意識させながら

4回目で、 「発音絵記号」付き小文字と音の連合がほぼできた

A ローマ字用アルファベット19音素の習得

＊この活動では、右脳優位な認知特性を活かすための留意点があります。今後、動画の公開等でお伝えします。



②小文字の音素の記憶

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過

③小文字の音素の確認１5:00

A ローマ字用アルファベット19音素の習得

１回目の指導開始から、 24分後には
この活動に入ることができていた。

文字の音素を言うときには、「発音絵記号」が
イメージできているとA児が言っていた。

小文字のみで音素を覚えられたものは、
ヒントの「発音絵記号」付き小文字カードを
伏せていった。



７．指導経過および指導結果
4) 指導経過

④「発音絵記号」付き小文字で

ブレンディング

1月5日 15:05

⑤文字でブレンディング

1月5日 15:1６

B 子音と母音のブレンディングによるローマ字の音節作り

ブ と ア で
ブア
ﾌﾞｱ
バ

＊小文字の音素を忘れたときに、すぐに参照できるよう、
「発音絵記号」付き小文字カードは、伏せて添えておく。
＊ブレンディングがしやすい子音（ｂ、ｇなど）や母音
（a,o,e）などから導入するとよい。



⑦清音、濁音、半濁音のある単語

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
B 子音と母音のﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞによるローマ字の音節作り

1月６日

＊留意点
子音と母音のブレンディングで音節を作って
いくと、「tとuでトゥ」「dとiでディ」となる。
英語のフォニックス指導では問題ないが、訓
令式のローマ字では違和感がある。
そこで、ローマ字の音節を作るブレンディン
グ練習や、単語作りの導入時点では、あえて
扱わないようにしていた。
ほとんどの音節を習得した後で、訓令式の
ローマ字表を用いて、補足していた。

＊ここまでの指導が
「みかた式音素法」の主たる方略です。



７．指導経過および指導結果
2) 指導経過
C ローマ字の特殊音節の習得

⑦清音や濁音の単語 ⑨促音のある単語
＊単語の読みの題材として、A児が好きな恐
竜の名前を取り入れるとよいのでは？と保護
者から提案してもらった。

＊フォントは、現在は、小学校の英語の教科書のフォントに近い
MORISAWAのUD degikyolatinを使っています。



⑪ 拗音のローマ字表記 2月17日

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過

ひらがな拗音のブレンディングを前時に学習している。
ひらがな標記に合わせて、ローマ字の ti と ya で
ブレンディングする練習をする。

拗音の場合、母音が全て i段のものであることを押さえ、
母音iにはお休みしていてもらい、tyaの3文字で表すと
いうルールを確認した。

C ローマ字の特殊音節の習得



７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習

連合が難しい組み合わせの覚え方を
工夫する 6月24日

⑬小文字と大文字の対応

「Bの上の
丸いところ
を取ったら
bになる。」



７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習

⑫ ローマ字に用いないアルファベットの音素の習得

背景が黄色：無声音

＊現在は、「発音絵記号」付き小文字でアルファベットの音素を習得する際、はじめから全部のアルファベット
を扱っている。子供たちは、問題なく、習得している。



⑭ 同時処理が強みの特性を生かしてキーボードの配置を見て覚える

＊ローマ字に使用しないアルファベット文字は使用していない。

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習

1分間程度パソコンのキー
ボードを見て記憶した後、
大文字カードをキーボード
配列で並べた。
WとMには迷ったが、さっさと
並べていく様子を見て、
保護者も、本児が持っている
見て記憶する力にとても驚
いておられた。



⑮母音別に清音単語入力練習

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習



⑯拗音のある単語

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習

＊単語リストは、A児と相談しながら作った



⑯促音のある単語

７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
D パソコン入力の練習 ⑰ 拗音と促音の混合



７．指導経過および指導結果
4) 指導経過
E その後の様子

指導終了後の11月初旬の学習発表会の後、母親から「やっと、ここまで来ました。」と連絡をもらった。
学習発表会の感想を書く宿題で、手書きの下書きをパソコンで清書し、提出したそうである。
パソコン入力は、2回の休憩をはさみ、計4時間も頑張ったそうだ。



８．まとめと今後の課題

・キーボードの配置を覚えるために、入力しながら覚えるのではなく、

視覚的に記憶することが有効であった。

・「発音絵記号」でローマ字の音を習得するときに、ローマ字では使わない
アルファベットも含める。（小学校での英語教科の始まりに配慮して。）

・指の巧緻性に配慮した指導過程が必要

・読みが苦手な児童生徒には、継次処理が苦手で同時処理優位な

タイプが多い。（かなり大きな差があることが多い）

・アルファベットの音素を視覚的有意味刺激である「発音絵記号」を使って

指導すると効率的に習得することができる。

・ローマ字の音節の習得にも子音と母音のブレンディングが効果的

読み書きが苦手な子供さんへのこれまでの指導が生かせたこと

A君との指導で新たに気づけたこと

ローマ字習得のみかた式音素法



８．まとめと今後の課題

指導後にお母さんが話してくださったこと

・本児の特性の強みや弱みを把握でき、適切な子ども理解ができる
ようになったことが嬉しい。
・本児の指導場面を撮影しながら、キー配列をあっと言う間に覚え
てしまう本児の強みを目の当たりにすることもできた。
・どうやってかかわってやったらいいかが分からない時が一番苦し
かった。今は、本児が持っている強みの力を生かして、関わり方
の工夫ができる。
・本児の強みや弱みを把握できないままでいたら、本児の苦手なこ
とを責めてしまい。親子関係が悪くなっていたことだろう。
・漢字のテストでどんなに悪い点を取ってきても、『ちゃんと理由
がある。なんとかなる。』と親が安心して受け止められる。それ
が、子供にも伝わり、A児がいつもにこにこしている。

＊ホームページ掲載にあたり、保護者に本資料を見てもらいましたが、ローマ字指導の場面を見て、
改めて、「ローマ字をあっという間に覚えた！」と振り返っておられました。



９．補足

・「発音絵記号」を用いて、アルファベットの音素を習得するときに、アル
ファベット26文字の音素を扱ってしまう。

・ヘボン式ローマ字の指導には、二文字子音 sh ch tsの音素を発音絵記号
を使って指導する。以下のヘボン式文字にも対応できる。

shi sha shu sho chi cha chu cho tsu fu ji ja ju jo 

現在（2022年）のローマ字指導で修正していること

現在（2022年）、A児の見え方で分かったこと

・両眼視の大きなアンバランスがあることが分かり、矯正するための眼鏡を着用し
始めた。

・着用して数か月であるが、野球部では打撃や守備で効果がでていること、

授業では、縦書き教科書を読むときに行跳びが減ったこと、板書を見てプリント類
に写すときに、書く場所がどこにあるか迷わなくなった等、話してくれた。



1０．倫理的配慮

・報告する事例は、本人、保護者に了解を得ており、指導時の動
画撮影にも協力を得ている。

お母さんから

「息子には、『あなたと同じように大変な思いをしているお友達
が、こんな方法もあるんだねと知ってもらって、少しでも役に立
てたらいいね。』と話して、学習を撮影して記録することを理解
してもらっています。」

＊2022年10月、本資料のホームページ掲載にも、事前に目を通してもらい、「是非！」と了解を得ている。


